
短期プログラム カンボジア孤児院 インターンシップ 

思えるものも見つけ、また会いたいと思える人、また行きたいと思える場所を沢山見

つけました。この 2 ヶ月間は、これからの大学生活だけでなく、私の人生を語る上で

きっと外せない経験になると思います。非日常への挑戦は、きっと自分の中で何かを

変えると思います。少しでもやりたいと思ったなら、ぜひ勇気を出して、挑戦してみ

てください！ 
 
 
≪インターンシップアンケート≫ 
① おすすめ（ガイドブックにないスポット、観光地、店、お気に入りの場所、食事 etc.） 
マッサージ!!!! オイルマッサージ 30 分で 4$など日本では考えられない安さで、気持

ちの良いマッサージが受けられます。あと、屋台の肉まん♪ 
 
② マナーやタブー 
特に気にすることはありませんでした。マナーやタブーよりも、交通事故や夜道・ぼ

ったくりの方が気を付けた方が良いと思いました。 
 
③ 持っていってよかったもの（重宝したモノ、喜ばれた日本のモノ、ウケた特技 etc.） 
・クロックス（サンダルより安全だし、靴より履きやすい） 
・折りたたみ傘（雨季だったので、夕方どしゃ降りになります） 
・洗濯紐&ハンガー 
・英語とクメール語と日本語の指差し会話帳 
（子どもの英語の勉強になる！クメール語を覚えることで、カンボジア人に喜んでも

らえるし、相手の母語で話そうとすると気持ちが伝わる気がする） 
・白い恋人（中国人インターン生に大ウケ） 
・アルプス一万尺（男女問わず子ど

も達が覚えていました） 
 
④ インターンシップ前の必見本 

or ウェブサイト 
「地球の歩き方 アンコール・ワッ

トとカンボジア」 
 

短期プログラム 東南アジア青年の船 スタディツアー 

2007 年経済学研究科卒業 吉田恵理    

 
船内の自国文化紹介で阿波踊りを披露 

 
 
 
 

 
日本丸航海記 
■はじめに 
 大学学部 4 年に加え、院 2 年の通算 6 年間で、フランスやチュニジアへの短期留学、企

業へのインターンシップ 2 社など多くの貴重な経験を得ましたが、なかでもダントツに濃

厚でしんどくて、でも最高であったのが、「東南アジア青年の船」事業です。 
この事業は内閣府による事業のため、いくぶんビューロクラティックな側面も持ちます。

しかしながら、移動中の船内活動はまっさらの白紙から参加青年がつくりあげていかねば

ならず、約 2 ヶ月間で、積極性、タフさ、交渉能力、どこかで折り合いをつけねばならな

い協調性を養うことができます。 
■応募と選考方法 
（１） 参加資格 

渡航形態 2006 年「東南アジア青年

の船」事業（内閣府青年国際交流事業）

期間 7 月末の事前研修 1 週間 
   10 月～12 月 

事業概要 
日本青年約 40 人とＡＳＥＡＮ10 か国の青年約 280 人が、52 日間、国内・船内

で共同生活などをしながら、東南アジア諸国を訪問する。 

訪問先 （2006 年事業）シンガポー

ル、インドネシア、マレーシア、ブ

ルネイ、フィリピン ※訪問国は事

業年度により異なる 
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れ方は凄まじく、2 時間のショーでかなり完成度の高いショーが披露されます。私の参加

時の日本のショーでは、日本舞踊、南京玉簾、太鼓、阿波踊り、よさこい踊り等を披露し

ました。各自担当を複数持ち、振り付けなどを自ら覚え、それを他の参加者に指導します。 
（３） 国内での活動 
 日本へ帰国後は他国訪問同様、日本でも複数の都道府県に散らばり、他国青年と共にホ

ームステイが行われます。 
 また、事業参加報告会を自分たちの企画で実行し、事後活動として参加後も普及活動や

国際交流活動に参加するチャンスはいくらでもあります。 
■おわりに 
この事業の最大の魅力は、豪華客船で東南アジア数ヶ国を巡るクルージングをたったの

20 万円という破格の安さでいけることにあります。が、ありきたりではありますが、それ

以上の価値が詰まった、その後の人生に大きな影響を与える事業です。ここでは簡単に応

募とおおまかに事業概要しか触れていませんが、たった 2 ヶ月、されど 2 ヶ月、1 日とし

て同じような日というのはなく、毎日なにがしかのイベントがあります。そしてそのイベ

ントは自分でも作り上げることができるのです。日本各地から、東南アジア各地から、様々

な思いやエネルギーにあふれた個性的な面々が一つの船で寝食を共にし、時には衝突し、

時には涙し・・・。海外体験、異文化交流のほかに、「＋何か」を求める方、ぜひおすすめ

です。「何か」はあなた次第。ぜひあなただけの「何か」を見つけてきてください。 
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 日本国籍を有し、１８歳以上３０歳以下の者であること等。（大学生のみならず、環境が

許せば社会人の参加も可能。） 
（２） 応募期間 
（平成２３年度の場合）２月初旬から４月上旬 

（３） 選考の流れ 
○書類審査（申込書、作文、健康診断書）→東京選考（面接試験、語学試験（英会話）、教

養試験）→最終選考（東京選考で合格すればほぼ決まりですが、7 月の 1 週間の事前研修

の参加の後、参加決定証が渡されます。） 
 メインの選考は東京選考。面接は日本人との面接、グループディスカッションの他、外

国人との英語での面接があります。日本人との面接は意欲、積極性が見られ、英語面接で

は英会話での基本的な意思疎通能力が問われるような内容でした（英語面接は面接官もゆ

っくり聞き取りやすく話してくれます）。筆記試験は、東南アジア諸国に関する基本的な知

識や時事問題が出題されたように記憶しています。 
 私は「受かればラッキー」くらいの気持ちで受験してしまいましたが、周りの受験者た

ちはけっこうな意気込みで、既参加青年から情報を収集し、傾向と対策を練っていました。

つては利用してください。私は既参加青年のつてがなく、後々も苦労しました。 
（４） 応募枠 
 応募先は原則応募時点の住民票住所の属する都道府県が窓口となります。ですので、住

民票が北海道ならば北海道が窓口。各都道府県の応募枠は公にされているわけではありま

せんので確かなことはわかりませんが、北海道は毎年２～３名くらいになる様子です（私

の参加年は北海道からは 5 名受験し、3 名が合格。）。年度によってはもっと少ない年もあ

ります。東京の競争率が一番高く、地方に行けば行くほど競争率は低くなると言われてい

ます。 
※ 詳細は内閣府ホームページの青年国際交流→参加青年募集のページをご参照ください。 

URL: http://www8.cao.go.jp/youth/kouryu/bosyu.html#02 
■諸活動 
（１） 訪問国での活動 
 各国 4 日から６日での日程で訪問し、それぞれの国で 2 泊 3 日のホームステイ、政府要

人への表敬訪問、地元青年との交流、産業・教育・文化・社会福祉諸施設を見学する課題

別視察などが行われます。 
（２） 船内での生活 
 基本的に船室（キャビン）では他国青年との 3 人部屋です。国から国への航行中、船内

ではディスカッション活動、各国混成メンバーによるグループ活動、各国の文化・趣味を

通じて交流を図るクラブ活動、各国の参加青年が国ごとに自国を紹介するカルチュラルシ

ョーなどが行われます。毎年カルチュラルショーは船内での花形イベントで、各国力の入
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